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熱帯・亜熱帯に存在する水圏ウイルスの遺伝子分析の研究はほとんど行われ

ていない。今回、我々は沖縄本島の１２地点における水圏ウイルスの存在量と遺

伝子サイズ分布を測定した。試料水40Ｌを限外ろ過後200nｍフィルターにより

バクテリアを分離し、超遠心分離機で濃縮後ウイルスＤＮＡを抽出、バイアス正

弦電場電気泳動を行い、ｌＯ－ｌＯＯｋｂの遺伝子サイズ分布を測定した。また試料水

ｌｍＬ中に含まれるウイルス・バクテリアの数を蛍光顕微鏡により直接計数、相

関を調べた。

すべての試料について電気泳動バンドは分解能よりも幅広いため、比較的狭

い領域でも遺伝子サイズ異なるのウイルスが多く存在していることを示してい

る。サイズ分布は水環境によってかなり異なっているが、海水分が多い地点は

遺伝子サイズ約20kbのウイルスが多く、陸水分が多くなると約40kbサイズの

ウイルスが優勢になり、人的汚染が認められる地点では６０kbサイズ以上のウイ

ルスが出現する傾向がみられた。ウイルス存在量はバクテリアのほぼ５倍であ

り、人的汚染地域（4.6xlO八7／ｍＬ)、マングローブ域、海水域（6.8xlO八6/ｍＬ）

の順に少なくなることがわかった。


